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市
民
の
憩
い
の
場

「赤
坂
山
公
園
」
に
あ
る
小
林
一

か＜　
　
　
　
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
目
■
■
■
■
■
■
吻
塚
亦
翔
耐
副
魂
ぽ
憮
濶
鱚
餞
鰈
一
財
政
係
を
担
当
し
、
後
に
五
期

桓
長
を
務
め
た
近
藤
光
夫
伏
３

は
苦
難
の
日
々
を
思
い
起
こ

原
発
誘
致
前
の
状
況
を
説
明
す

域
振
興
の
解
決
策
が
見
つ
い
ら

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
、
低
迷
す
る
二
市
村
に
と

っ

隣
の
刈
一
村
は
さ
ら
に
深
劾

て
原
発
建
設
は
起
爆
剤
之
映
っ

け
っ
よ
〉
期
轍
軸
』
は
「
は
『

た
げ
規
模
な
農
″
、
多
か
っ
た

誘
致
地
域
振
興
０
起
爆
剤
に
　
時

一林
は
理
研
関
係
者

産
業
を
核
に
、
理
研
関
連
の
企

一副
専
務
理
事

。
内
藤
信
寛
徐
じ

万
千
九
百
五
十
二
人
だ

っ
た
の
　
に

）に
、
柏
崎
で
原
発

業
群
も
誕
生
、
機
械
工
業
が
発

は

「牡
に
六
三
年
の
豪
雪
で
は

に
対
し
、
六
七
年
度
に
は
七
万
　
¨
轟
『
一
中
』
叶
一
一
時
中
嗜
　
つ す た
一
螂
神
¨
一
一
一
弾
¨
一
一

）検
討
具
合
を
聞
か

達
し
た
。
だ
が
、
日
石
が
五
六

一交
通
網
が
止
ま
り
、
柏
崎
は

一　
人
を
割

っ
た
。
「
道
路
億
ど
ア

ど

ノ。　
　
　
　
　
　
　
年
に
製
油
所
を
北
海
道
に
新
設

週
間
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
。
長
岡

ク
セ
ス
が
悪
く
、
高
度
経
済
成

は

年設
秘
書
の
役
割
も

し
た
こ
と
に
伴
い
、
柏
崎
製
油

側
の
曽
地
峠
で
四
厨
、
上
越
側

長
に
乗
り
遅
れ
た
」
と
植
本
組

一
一〇
〇
六
年
度
の
財
政
力
指
数

い
」
と
力
を
込
あ
る
。

蒸
塁
止
明
実
し
＝
後

所
は
徐
々
に
縮
小
、
六
七
年
に
　
の
米
山
峠
も
二
房
の
積
雪
で
物

相
談
役
の
植
本
馨
伏
３
。
内
藤

で
県
内

一
を
誇
る
現
在
と
は
雲
　
，原
発
誘
致
を
見
越
し
た
か
の

味
名
――
は
こ
う
振
り

廃
止
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
資
が
来
な
か
っ
た
」
と
話
す
。
　

は

「
高
校
生
の

地
元
定
着
率

泥
の
差
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
ょ
ぅ
な
未
開
の
砂
ｉ
地
を
め
ぐ

（は

一
期
目
の
真
ん

　

豪
雪
に
も
た
び
た
び
襲
ゎ

　

基
幹
企
業
の
移
転
も
あ
り
、
　

は
三
割
程
度
で

柏
崎
は
じ
り
　
　
「
県
の
若
い
職
員
に
は

『村

る
土
地
取
引
が
既
ｔ
始
ま
っ
て

つ
原
発
の
勉
強
を
本

れ
、
地
元
は
孤
立
感
に
さ
い
な

人
口
ｂ
減
り
続
け
た
。
小
林
が

貧
の
状
態
。
経
済
的
、
地
理
的
　
の
職
員
を
首
に
し
ろ
』
と
言
わ
　
い
た
。
　
　
　
　
〓

た
。
深
夜
三
時
ご
ろ

ま
れ
た
。
柏
崎
商
工
会
議
所
の
　
市
長
と
な

っ
た
六
三
年
度
は
七

に
も

『陸
の
孤
島
』
か
ら
の
脱

れ
た
。
そ
の

一
方
で

『
行
政
サ
　
　
　
　
　
　
（文
中
敬
称
略
）
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